
長崎県麻しん風しん検査診断実施要領（新旧対照表） 

 

改正後 現行 

1 目的 

 省略 

2 事業の内容 

県は、医療機関から臨床診断をした時点で、

麻しんまたは風しん患者発生の届出により、

検体の搬送並びに検査を行うものとする。 

 

3 検査対象 

検査の対象は、麻しん、または風しんと臨

床診断された症例の検体を対象とする。 

 

4 検体の採取及び搬送 

(1) 医療機関 

① 保健所から患者の検体採取の依頼を受け

た場合は、患者（または保護者等）へ別紙

１により調査の主旨を説明し、了解を得た

うえで検体を採取し、保健所へ連絡する。 

② 省略 

③ 保健所を通じた行政検査と併行して、民間

検査機関等で血清検査（麻しん、風しん IgM

抗体検査）を実施する。なお、届出時点で

検査実施済みの場合はこの限りではない。 

・咽頭ぬぐい液 

➢ 滅菌綿棒により咽頭をぬぐい、綿球部を

ウイルス検体輸送保存液に浮遊させキャ

ップを閉め、溶液が漏れないこと等を確

認し、冷蔵で保存する。 

➢ ※休日等、ウイルス検体輸送保存液がな

い場合は、滅菌リン酸緩衝液（PBS）に

浮遊させ、-20℃で凍結保存する。 

・血液 

➢ 抗凝固剤として EDTA が入った採血

管で総量５ｍｌ以上採取し冷蔵で保存す

る。  

 

１ 目的 

省略 

２ 事業の内容 

県は、医療機関からの麻しん、風しん患者

発生の届出により、検体の搬送並びに検査を

行うものとする。 

 

３ 検査対象 

検査の対象は、麻しん、または風しんと臨

床診断された症例の検体を対象とする。 

 

４ 検体の採取及び搬送 

(１)医療機関 

① 保健所から患者の検体採取の依頼を受け

た場合は、患者（または保護者等）へ別紙

により調査の主旨を説明し、了解を得たう

えで検体を採取し、保健所へ連絡する。 

② 省略 

③ 保健所を通じた行政検査と併行して、民間

検査機関等で血清検査（麻しん、風しん IgM

抗体検査）を実施する。なお、届出時点で

検査実施済みの場合はこの限りではない。 

・咽頭ぬぐい液 

➢ 滅菌綿棒により咽頭をぬぐい、綿球部

をウイルス検体輸送保存液に浮遊させ

キャップを閉め、溶液が漏れないこと

等を確認し、冷蔵で保存する。 

➢ ※休日等、ウイルス検体輸送保存液が

ない場合は、滅菌リン酸緩衝液（PBS）

に浮遊させ、-20℃で凍結保存する。 

・血液 

➢ 抗凝固剤として EDTAが入った採血管

で５ｍｌ以上採取し冷蔵で保存する。 

 

 



 ・尿 

➢ 滅菌スピッツに１０～２０ｍｌ尿を

採取し冷蔵で保存する。 

・臨床症状と医療機関で実施した検査及び環

境保健研究センターで実施した検査の結

果により、麻しん、風しんが否定された場

合は、感染症法に基づく発生届出を取り下

げる。麻しん、風しんと判断された場合は、

「検査診断例」へ届出内容を変更する。 

 

(2) 保健所 

①～⑤ 省略 

⑥ 臨床診断と医療機関で実施した検査及び

環境保健研究センターで実施した検査の

検査結果により麻しん、風しんが否定され

た場合は、感染症法に基づく発生届出につ

いて取り下げを依頼する。麻しん、風しん

と判断された場合は、「検査診断例」へ届出

の内容の変更を依頼する。 

 

(3) 環境保健研究センター 

① 省略 

② 保健所より搬入された検体は、速やかに麻

しんと風しんの遺伝子検査を行い、その結

果を医療政策課、依頼保健所に報告する。 

③ 省略 

 

(4)医療政策課 

① 保健所から検査依頼があった場合、環境保

健研究センターへ検査受入れ等の確認を

行う。 

② 県内の全ての患者情報を収集し関係機関

へ情報の伝達・還元を行う。 

③ 施設等での発生状況について、所管する課

と連携し情報を共有する。 

④ 環境保健研究センターより検査結果の報

告を受けた場合、依頼保健所へ還元する。 

⑤ 麻しん、風しんの流行状況と、検査能力を

 ・尿 

➢ 滅菌スピッツに１０～２０ｍｌ尿を採取

し冷蔵で保存する。 

・検査結果により麻しん、風しんが否定され

た場合は、感染症法に基づく発生届出を取

り下げる。 

 

 

 

 

(２)保健所 

①～⑤ 省略 

⑥ 検査結果により麻しん、風しんが否定さ

れた場合は、感染症法に基づく発生届出

について取り下げを依頼する。 

 

 

 

 

 

(3)環境保健研究センター 

① 省略 

② 保健所より搬入された検体は、速やかに検

査を行い、その結果を医療政策課、依頼保

健所に報告する。 

③ 省略 

 

(4)医療政策課 

① 県内の全ての患者情報を収集し関係機関

へ情報の伝達・還元を行う。 

② 施設等での発生状況について、所管する課

と連携し情報を共有する。 

③ 環境保健研究センターより検査結果の報

告を受けた場合、依頼保健所へ還元する。 

④ 麻しん、風しんの流行状況と、検査能力を

勘案し、医療政策課が保健所、環境保健研

究センターと協議のうえ、検査の実施、停

止、再開を決定する。 



勘案し、医療政策課が保健所、環境保健研

究センターと協議のうえ、検査の実施、停

止、再開を決定する。 

 

5 その他 

(1)～(3) 省略 

 

 

附則 

この要領は、平成２７年２月１６日から施行す

る。 

この要領は、令元年８月１６日から適用する。 

 

 

 

 

（別紙１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

(1)～(3) 省略  

 

 

附則 

この要領は、平成２７年２月１６日から施行す

る。 

 

 

 

 

 

（別紙１） 
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（参考資料３） 
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（参考資料２） 

 

 

（参考資料３） 

 



（参考資料４） 
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（参考資料５） 
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（参考資料４） 

 

 

（参考資料５） 

 

 

 

 



 

（参考資料６） 

削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式１） 

 

 

（参考資料６） 

 

 

（様式１） 

 



 

（様式２）※最新に変更 

 

 

 

 

（様式２） 

 

 


